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三重県は南北約１７０km、東西約１００km と南北に細長く、伊勢平野に鈴鹿山脈、大台ヶ原など

の高地や緩やかな海岸線の伊勢湾、変化に富むリアス式海岸など、様々な地形と豊かな自然を有して

います。また、伊勢神宮や世界遺産熊野古道のような歴史遺産・観光資源にも恵まれた地域です。 

一方、毎年のように台風や豪雨の被害を受け、地域の人は災害と直面してきました。魅力に富む紀

勢の道が、もっと安全、安心で、暮らしの中に活用でき、もっと多くの皆さまに親しんでもらえるよ

う、私たちはよりよい道づくりを目指します。 

 

防災・減災のために  道の防災能力を高め、地域の安全を支えます 

平成２３年の東日本大震災で、多くのインフラが被災し復旧に取り組む中で、幹線道路ネッ

トワークの重要性のほか、避難場所、災害時の活動拠点など道路が有する副次的機能の活用な

ど再確認させられました。私たちは災害に強い国土づくりを進める上で、これまで以上に東紀

州地域の防災・減災機能を高める道づくりを行っていきます。 

 

 

利便・安心のために  道の連絡機能・利便性を高め、暮らしの安心を支えます 

人びとの暮らしの利便や安心を支えてきた紀勢の道。私たちは、北部都市地域の慢性渋滞や

中・南部地域の未整備状況を解消し、救急・医療面の備えも含めて、さらに道の連絡機能・利

便性を高め、地域の安心を支えます。 

 

 

観光・経済  道の運輸機能・付加価値を高め、地域の活性化に寄与します 

豊かな自然・観光資源に恵まれながらも、中京や関西からのアクセスに乏しかった東紀州地

域。私たちはこの地域をつなぐ幹線を完成させ、観光・経済を振興し、地域の活性化に貢献す

る広域ネットワークをつくります。 

 

地域の暮らしに根差し、親しまれてきた紀勢の道 

もっと強く、もっと安全に、もっと豊かに 
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１．事務所の所管 

紀勢国道事務所では、国道４２号熊野道路・紀宝熊野道路および国道４２号松阪多気バイパ

スの改築事業ならびに、紀勢自動車道・熊野尾鷲道路および国道４２号（松阪市～紀宝町）の

維持管理を行っています。 

主な事業箇所 

 

 

 

 

  

 

１1

雨量規制区間 
L=3.5km 

 

雨量規制区間 
L=5.5km 

 

 ： 高速自動車国道(直轄管理) 

凡 例 

 ： 高速自動車国道(NEXCO管理) 

 ： 自動車専用道路(開通済区間) 

 ： 国道(直轄管理) 

 ： 自動車専用道路(事業中区間) 

    紀宝熊野道路 
 

    熊野道路 
 

雨量規制区間 
L=11.4km 

 

E42 

E42 

E23 

E23    松阪多気バイパス 
 

E42 

熊野大泊IC 
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２．事 業 費 

令和６年度の事業費は、下表のとおりです。 

（単位：百万円） 

事 業 種 別 

事 業 費 

令和4年度 

（補正） 
令和５年度 

令和５年度 

（補正） 
令和６年度 

改

築 

熊野道路 600 3,690 600 4,335 

紀宝熊野道路 80 800 80 921 

松阪多気バイパス 0 590 0 550 

改 築 計 680 5,080 680 5,806 

交通安全関係 6 876 0 940 

電線共同溝 0 61 0 73 

合 計 686 6,017 680 6,819 

 令和６年度のポイント  

【改 築 事 業】 

◆一 般 国 道 ４ ２ 号 熊 野
く ま の

道 路：熊野
く ま の

大 泊
おおどまり

ＩＣ～熊野
く ま の

市久生屋
く し や

町
ちょう

で、関係機関協議、環境

調査、水文調査、用地買収、移転補償、改良工、トンネル

工を推進。 

◆一般国道４２号紀宝
き ほ う

熊野
く ま の

道路：熊野
く ま の

市久生屋
く し や

町
ちょう

～紀宝
き ほ う

ＩＣで、関係機関協議、環境調査、

水文調査、道路設計、用地幅杭設置、用地調査、用地買収

を推進。 

◆一般国道４２号松阪
まつさか

多気
た き

ＢＰ：松阪市
まつさか  

上川
うえがわ

町
ちょう

において、改良工を推進、松阪市
まつさか  

朝田
あ さ だ

町
ちょう

～

上川
うえがわ

町
ちょう

において、関係機関協議、橋梁上部工を推進、 

松阪
まつさか

市八
はっ

太
た

町
ちょう

～射
いざ

和町
わちょう

において、関係機関協議を推進。 

【交通安全事業】 

国道４２号 丹生
に ゅ う

栃原
とちはら

歩道整備事業を継続。 

国道４２号 御浜
み は ま

地区自転車通行空間整備事業を継続。 

国道４２号 熊野
く ま の

地区自転車通行空間整備事業を継続。 

国道４２号 熊野
く ま の

北
きた

地区自転車通行空間整備事業を継続。 

国道４２号 御浜
み は ま

下市
しもいち

木
ぎ

地区歩道整備事業に着手。 

【電線共同溝事業】 

   国道４２号 尾鷲
お わ せ

電線共同溝事業を継続。 
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３．事業の内容 
（１）改築事業 

◎ 近畿
き ん き

自動
じ ど う

車道
しゃどう

紀勢
き せ い

線
せん

  

近畿
き ん き

自動
じ ど う

車道
しゃどう

紀勢
き せ い

線
せん

は、大阪府松原
まつばら

市を起点に紀伊半島沿岸を通り三重県多気
た き

郡多気
た き

町で伊勢

自動車道につながる延長約３３５ｋｍの国土開発幹線自動車道です。この道路は、中京圏、関西

圏と三重県南部地域を結ぶ広域ネットワークを形成し、周辺地域の産業支援や、世界遺産『熊野
く ま の

古道
こ ど う

』を有する東紀州、さらには伊勢志摩への観光アクセスの向上などに資する道路です。 
 

 

 

  

※（ ）のIC名は仮称 

近畿自動車道紀勢線全体路線図 

起 大阪府松原市

終 三重県多気郡多気町

海山 IC

尾鷲北 IC

三木里 IＣ

熊野新鹿 IＣ 

(御浜 IC）

新宮道路 

延長４ . ８km 

紀宝熊野道路 
延長１５.６km 

熊野道路 
延長６.７km 

新宮紀宝道路   

延長２ . ４km 

凡　　　　　　　　　例

開 通 済

事 業 中

紀宝鵜殿 IＣ
紀宝 IＣ 

大内大台 IＣ

紀勢大内山 I

紀伊長島 IＣ 

勢和多気 IC・

尾鷲南 IC

賀田 IC

熊野大泊 IC 
（熊野 IC）

新宮北 IＣ
新宮南 IＣ

那智勝浦 IＣ

海山 IＣ 
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◆【４２号】 

◎ 熊野
く ま の

道路  

国道４２号熊野
く ま の

道路は、近畿
き ん き

自動
じ ど う

車道
しゃどう

紀勢
き せ い

線
せん

、一般国道４２号熊野
く ま の

尾鷲
お わ せ

道路と一体となって、

高規格道路のミッシングリンク解消および直轄国道とのダブルネットワーク化による道路ネット

ワーク機能強化を目的に計画された熊野大泊
くまのおおどまり

ＩＣ～熊野
く ま の

市久生屋
く し や

町に至る延長６．７ｋｍの一般

国道の自動車専用道路であり、平成２６年度に事業化されました。 
令和６年度は、関係機関協議、環境調査、水文調査、用地買収、移転補償、改良工、トンネル

工を推進します。 
 

起 

三
重
県
熊
野
市
大
泊
町

熊野市

三重県

311

関係機関協議、環境調査、水文調査、
用地買収、移転補償、改良工、トンネル工

熊野大泊IC

熊野IC(仮称）

一　鵜殿熊野線

紀勢本線

産
田
川

井
戸
川

西
郷
川

熊
野
宮
川

T’21=13,818台/日
K=0.89

T’21=12,143台/日
K=0.88

熊野道路 延長6.7km
くまの

311

熊野市駅

至　上富田

至　新宮

至　尾鷲

至　尾鷲

み

え

42

42

東紀州（紀南）
広域防災拠点

御浜町

熊野尾鷲道路

鬼ヶ城トンネル

T’21=8,478台/日
K=0.66

T’21=2,756台/日
K=0.40

く

ま

の

お
お
ど
ま
り
ち
ょ
う

終 

三
重
県
熊
野
市
久
生
屋
町

み

え

く

ま

の

く

し

や

ち

ょ
う

くまの おわせ

紀宝熊野道路
くまのきほう

 
 

凡　　　　　　　　　例

開 通 済

事 業 中
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◎ 紀宝
き ほ う

熊野
く ま の

道路  

国道４２号紀宝
き ほ う

熊野
く ま の

道路は、近畿
き ん き

自動
じ ど う

車道
しゃどう

紀勢
き せ い

線
せん

、一般国道４２号熊野
く ま の

尾鷲
お わ せ

道路と一体となっ

て、高規格道路のミッシングリンク解消および直轄国道とのダブルネットワーク化による道路ネ

ットワーク機能強化を目的に計画された熊野
く ま の

市久生屋
く し や

町～紀宝ＩＣに至る延長１５．６ｋｍの一

般国道の自動車専用道路であり、平成３１年度に事業化されました。 
 令和６年度は、関係機関協議、環境調査、水文調査、道路設計、用地幅杭設置、用地調査、用

地買収を推進します。 
  
 
 
  
 

  

  

熊野IC(仮称）

東紀州（紀南）
広域防災拠点

紀勢本線

熊
野
川

神
内
川

市
木
川紀南病院

紀宝IC

御浜 IC(仮称）

関係機関協議、環境調査、水文調査、道路設計
用地幅杭設置、用地調査、用地買収

紀宝熊野道路 延長15.6km
くまの

熊野道路
くまの

きほう

新宮紀宝道路
しんぐう きほう

至　和歌山

至　尾鷲

T’21=13,865台/日
K=1.24

T’21=13,818台/日
K=0.89

紀宝町

御浜町
新宮市

熊野市

42 42

42

311

311

168

至　十津川

至　上富田
終 

三
重
県
南
牟
婁
郡
紀
宝
町
神
内

み

え

み
な
み
む
ろ

き
ほ
う
ち
ょ
う
こ
う
の
う
ち

起 

三
重
県
熊
野
市
久
生
屋
町

み

え

く

ま

の

く
し
や
ち
ょ
う

尾
呂
志
川

志
原
川

三重県

新宮北IC

新宮道路
しんぐう

第5トンネル
延長約354m

紀宝鵜殿IC

凡　　　　　　　　　例

開 通 済

事 業 中
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◎ 松阪
まつさか

多気
た き

バイパス 

 国道４２号松阪多気バイパスは、松阪市街地の環状機能を併せ持ち、松阪市内の慢性的な交通

渋滞の緩和を目的に計画された、三重
み え

県松阪
まつさか

市古井
こ い

町
ちょう

から三重
み え

県多気
た き

郡多気
た き

町
ちょう

仁田
に た

に至る延長

11.9㎞の幹線道路です。 

現在までに、現道活用部分を含め、全線暫定２車線で開通しています。 

令和６年度は、松阪市
まつさか  

上川
うえがわ

町
ちょう

（区間①）において、改良工を推進、松阪市
まつさか  

朝田
あ さ だ

町
ちょう

～上川
うえがわ

町
ちょう

（区

間②）において、関係機関協議、橋梁上部工を推進、松阪
まつさか

市八
はっ

太
た

町
ちょう

～射
いざ

和町
わちょう

（区間③）において、

関係機関協議を推進します。 

 

 

凡　　　　　　　　　例

開 通 済

事 業 中

H6.3
暫定
2車線
開通済

H13.3.27
暫定
2車線
開通済

主要渋滞箇所
大黒田町交差点

主要渋滞箇所
久保町交差点

主要渋滞箇所
下村町２交差点

主要渋滞箇所
鎌田町交差点

主要渋滞箇所
宮町交差点

主
　
伊
勢
松
阪
線

松阪市

多気町

三重県

23

23

166

166

166

至　桜井

至　伊勢

至　尾鷲

多気工業団地

多気住宅団地

松阪中核

工業団地

起 

三
重
県
松
阪
市
古
井
町

上川工業団地

終 

三
重
県
多
気
郡
多
気
町
仁
田

み

え

た

き

ぐ

ん

た
き
ち
ょ
う

に

た

み

え

ま
つ
さ
か

こ
い
ち
ょ
う

松阪多気バイパス 延長11.9km
まつさかたき

延長
0.6km

延長
0.5km

延長1.3km

H14.8.2
暫定2車線

開通済

延長1.3km

H19.3.2
暫定2車線

開通済

延長0.8km

H29.1.20
暫定2車線

開通済

延長1.8km

H21.3.12
暫定2車線

開通済

延長1.1km

H30.3.18
暫定2車線

開通済

延長1.9km

H11.2.10
暫定2車線

開通済

延長
0.6km

H7.6.30
暫定2車線

開通済

延長
0.6km

H8.8.5
暫定2車線

開通済

延長1.4ｋｍ
（立体化区間）

関係機関協議、
橋梁上部工

区間②

延長0.8ｋｍ
改良工

区間①区間③

延長1.4ｋｍ
（現道拡幅

(一部立体)区間）
関係機関協議

T’21=8,357台/日
K=0.65

T’21=10,226台/日
K=0.70

42

至　津

県　松阪多気線
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（２）管理事業 

当事務所は、国道４２号（松阪
まつさか

市古井
こ い

町
ちょう

～南牟婁
みなみむろ

郡紀宝
き ほ う

町
ちょう

成川
なるかわ

）１４２．７㎞、自動車専

用道路の熊野尾鷲道路（尾鷲北ＩＣ～熊野大泊ＩＣ）２４．０km 及び紀勢自動車道（紀伊長

島ＩＣ～尾鷲北ＩＣ）２１．２㎞の計１８７．９㎞の区間について、道路の維持、交通安全施

設及び防災施設の整備、異常気象時の交通規制、道路占用許認可事務、特殊車両取締り、道路

附属物等の管理、並びに巡視等の管理事務を行っています。なお、事前通行規制区間（大雨）

は３箇所、予防的通行規制区間（大雪）は４箇所に設けられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（単位：km） 

路線名 

担当出張所 

国道42号 自動車専用道路 
計 

区 間 延長 区 間 延長 

大台維持 松阪市～度会郡大紀町 57.3 － － 57.3 

尾鷲維持 北牟婁郡紀北町～尾鷲市 46.3 

紀勢自動車道 

紀伊長島IC～尾鷲北IC 

国道42号熊野尾鷲道路 

尾鷲北IC～尾鷲南IC 

26.6 72.9 

熊野維持 熊野市～南牟婁郡紀宝町 39.1 
国道42号熊野尾鷲道路 

尾鷲南IC～熊野大泊IC 

18.6 

 
57.7 

計 142.7 45.2 187.9 

 

尾鷲北IC 

紀勢国道事務所 

大台維持出張所 

松阪市～大紀町 57.3km 

尾鷲維持出張所 

紀北町～尾鷲市 46.3km 

紀勢自動車道  21.2km 

熊野尾鷲道路   5.4km 

(尾鷲北IC～尾鷲南IC) 

熊野維持出張所 

熊野市～紀宝町 39.1km 

熊野尾鷲道路  18.6km 

(尾鷲南IC～熊野大泊IC) 

紀勢自動車道 

紀伊長島IC～尾鷲北IC 【21.2km】 

一般国道４２号熊野尾鷲道路 

尾鷲北IC～熊野大泊IC 【24.0km】 

一般国道４２号 

松阪市～紀宝町(県境) 

【142.7km】 

 

・管理担当区間 

紀北パーキング 

エリア 

道の駅海山 

尾鷲南パーキング 

道の駅紀宝町ウミガメ公園 防災拠点 

Ｐ 

Ｐ 
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【事前通行規制区間（大雨）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【予防的通行規制区間（大雪）】 

 

 

 

【荷坂】 L=3.5km 
度会郡大紀町大内山～ 

北牟婁郡紀北町東長島 
 
【通行止基準】 
連続雨量 300mm 
組合雨量 連続 250mm＋時間 60mm 
 
担当出張所：大台維持出張所 

【弓山】 L=11.4km 
尾鷲市大字南浦～熊野市飛鳥町大又 

 
【通行止基準】 
連続雨量 300mm 
実効雨量 280mm 
 
担当出張所：尾鷲維持出張所 

【佐田坂】 L=5.5km 
熊野市飛鳥町字小坂～熊野市大泊町字寺道 

 
【通行止基準】 
連続雨量 320mm 
 
担当出張所：熊野維持出張所 

 
【弓山】 L＝11.4km 
尾鷲市大字南浦～熊野市飛鳥町大又 
 
担当出張所：尾鷲維持出張所 

【荷坂】 L=3.5km 
度会郡大紀町大内山～ 

北牟婁郡紀北町東長島 
 
担当出張所：尾鷲維持出張所 

【大台・大紀】 L=16.5km 
多気郡大台町下三瀬～ 

度会郡大紀町柏野 
 
担当出張所：大台維持出張所 

【多気】 L=1.1km 
多気郡多気町前村～ 

多気郡多気町丹生 
 
担当出張所：大台維持出張所 
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◎ 維持管理  

管理区間１８７．９kmにわたり、巡回・除草・清掃等の維持作業を実施します。 

また、道路通行の安全確保や施設の機能回復を図るため、橋梁・トンネル・道路付属物等につ

いて、法定点検を計画的に実施し、点検結果に基づく補修を行う等、老朽化した道路インフラの

適正な維持管理を行っています。 

構造物保全の観点から、大型車通行適正化の取り組みも実施していきます。 

 

◎ 国土強靱化  

「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」により、豪雨による土砂災害等の発生

を防止するため法面の防災対策を実施します。 

 

◎ 交通安全事業  

管理区間１８７．９kmのうち、歩道設置・自転車通行空間整備事業を実施するほか、防護柵・

道路標識・区画線、簡易パーキング・道の駅、停電・節電対策（ＣＣＴＶ・道路情報板）事業を

行います。 

 

◆交通安全対策 

通学路の安全確保をはじめとする交通事故の防止、歩行者等の安全で円滑な移動の確保を目的

に歩道整備を2箇所実施します。（交通安全事業整備箇所位置図①、⑥） 

 

◆自転車対策 

安全で快適な自転車利用環境創出ガイドラインに基づき、快適な自転車通行空間整備を３箇所

実施します。（交通安全事業整備箇所位置図②,④,⑤） 

また太平洋岸自転車道が、令和３年５月にナショナルサイクルルート指定されたことを受け、

自転車通行空間の改善を随時進めます。 

 

◆道の駅整備 

国道42号沿線の道の駅「熊野・花
はな

の窟
いわや

」において、一体型として施設整備を実施します。

（交通安全事業整備箇所位置図③） 

 

◆生活道路対策 

生活道路における事故削減を目指し、ビッグデータの分析結果の提供や可搬型ハンプの貸出し

など自治体への技術的支援を行っています。 
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◎ 電線共同溝事業  

無電柱化により、地震等で電柱が倒壊して道路を塞ぐことがなくなるなど、災害に強い道路に

なり、また歩行者の安全性が確保されます。 

今年度は、国道４２号尾鷲
お わ せ

市南 浦
みなみうら

～矢
やの

浜
はま

岡崎
おかざき

町
ちょう

の尾鷲電線共同溝（３．７km）の設計等を実

施します。 

  

③ 道の駅「熊野・花
はな

の 窟
いわや

」 

① 丹生
に ゅ う

栃原
とちはら

歩道整備事業 

④ 熊野
く ま の

地区自転車通行空間整備事業 

⑤ 御浜
み は ま

地区自転車通行空間整備事業 

⑥ 御浜
み は ま

下市
しもいち

木
ぎ

地区歩道整備事業 

② 熊野
く ま の

北
きた

地区自転車通行空間整備事業 

尾鷲北 IC 

交通安全事業整備箇所位置図 
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４．その他 

（１）国土交通省の災害への備え・防災への取組 

国土交通省では、大規模自然災害が発生し、また発生する恐れがある場合に、被災自治体に対

して技術的な支援を円滑かつ迅速に行うことを目的とした「緊急災害対策派遣隊（ＴＥＣ－ＦＯ

ＲＣＥ)を平成20年4月より設置しています。当事務所職員にもＴＥＣ－ＦＯＲＣＥの隊員がお

り、広域的な支援に対しても備えています。また、管内自治体で大きな被害が発生した場合、そ

の自治体との連携を密接に図るため、リエゾン（情報連絡員）派遣に関する協定を締結し円滑な

復旧につなげています。平常時は訓練、講習等を通じて自治体との連絡体制の強化に努めていま

す。 

 

（２）リエゾン（情報連絡員）派遣 

災害時に中部地方整備局職員を連絡窓口として自治体に派遣し、中部地方整備局と自治体相互

の情報共有、ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥやヘリコプター・照明車・災害対策用機械等の自治体への応援

派遣に係る調整等を行います。 

なお、三重県内の各事務所における担当地域等は下記のとおりです。 

 

 
 
 

市町 協定締結日 
尾鷲市 平成２３年７月１３日 
熊野市 平成２３年３月１０日 
大台町 平成２３年３月 １日 
大紀町 平成２３年３月 １日 
南伊勢町 平成２３年７月２６日 
紀北町 平成２３年２月２５日 
御浜町 平成２３年７月２１日 
紀宝町 平成２３年３月 １日 

紀勢国道事務所が担当する 
各自治体の協定締結状況 

  

北勢国道 

木曽川下流河川 

三重河川国道 

紀勢国道 
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組  織 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 （令和6年4月1日現在） 【71人】

総 務 係総 務 課

経 理 係 
経 理 課

用 地 第 一 係 用 地 課

調 査 係 
計 画 課

計 画 係 

管 理 係 管 理 第 一 課

専 門 職 

工 務 係

工 務 課 機 械 係

専門職 
 

専門職 

副所長（事務） 

 
副所長（技術） 

事業対策官 

用地対策官 

建設専門官 

事 

務 

所 

長 

保全対策官 
維 持 修 繕 係 
交 通 対 策 係地域防災調整官 管 理 第 二 課

熊野維持出張所

管 理 第 一 係 
尾鷲維持出張所

管 理 第 二 係 

大台維持出張所 専 門 職

専門調査官 

設 計 係

契 約 係

上席専門職 

建設監督官 
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トピックス 

 
国道４２号 熊野道路トンネル着工式 

    令和６年２月１１日 熊野市文化交流センターにて 
    参加人数：５３名 
 

 
道の駅 紀宝町ウミガメ公園 防災拠点完成式 

    令和６年３月２０日 道の駅 紀宝町ウミガメ公園にて 
    参加人数：２６名



 

 

 


